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人口 23,279人（＋26）［男 11,293人（＋7）　女 11,986人（＋19）］　世帯数 9,913世帯（＋17）町民の動き
令和３年１月1日現在　（　）内は前月からの増減

子育て情報
LINE
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北
島
町
と
徳
島
板
野
警
察
署
が
相
互
に
連
携
し
、
情
報
共
有
を
行
い
、
行
方

不
明
と
な
っ
た
認
知
症
高
齢
者
等
へ
の
対
応
が
早
期
に
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

整
備
す
る
た
め
に
、
１
月
７
日
、「
北
島
町
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
に
関
す
る
協
定
」
締
結
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
関
係
機
関
や
地
域
支
援
者
の
方
々
に
協
力
を
求
め
な
が
ら
地
域
の
中

で
見
守
り
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　北島町では、管理する施設の名称（通称名）を命名する権利を、事業の目的に賛同する企業・団
体等（パートナー企業）に付与することで、本町の新たな財源を確保し、もって地域経済活動の活
性化及び生涯スポーツの推進等に寄与することを目的にネーミングライツ制度を導入し、パート
ナー企業を募集しております。

○募集対象施設及び概要

○募集期間
　　１月12日～３月26日必着（持参の場合、土日及び祝日等閉庁日を除く。）

○お申込み方法
　　提出書類（１部）を簡易書留または持参による提出（提出いただいた書類は返却しません。）

○お申込み・お問合せ先
　　総務課：〒771−0285　徳島県板野郡北島町中村字上地23番地１
　　　　　　　☎698−9801　FAX 698−3642

※詳細につきましては、北島町ＨＰをご確認ください。

対象施設名 希望契約期間 希望命名権料　※１ 愛称の条件

１ 北島北公園総合体育館
令和３年４月１日
から５年間

年間　160万円以上 町有資産の公共性を損な
わないもので、「スポー
ツ施設」のイメージが伝
わるようにしてください２ 北島町温水プール 年間　　40万円以上

※１　命名権料は、消費税及び地方消費税別途
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○
徳
島
県
知
事
表
彰

第
９
分
団　
分
団
長　
伊
賀　
健
二

○
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

第
７
分
団　
分
団
長　
篠
塚　
達
次

（
精
績
章
）

第
６
分
団　
班　
長　
賀
好　
義
典

第
８
分
団　
団　
員　
大
西　
　
徹

第
10
分
団　
団　
員　
亀
田　
　
毅

○
板
野
地
方
分
会
長
表
彰

第
６
分
団　
団　
員　
小
野　
史
哉

第
７
分
団　
団　
員　
沖
田　
茂
樹

第
９
分
団　
団　
員　
忠
津　
尚
司

第
10
分
団　
団　
員　
湊　
　
純
一

○
徳
島
板
野
警
察
署
長
表
彰

第
９
分
団　
班　
長　
松
岡　
和
之

第
10
分
団　
団　
員　
松
下　
直
弘

○
管
理
者
表
彰

消
防
本
部　
消
防
司
令
補

�

森
本　
　
修

○
消
防
団
長
表
彰

（
功
績
章
）

第
６
分
団　
団　
員　
栃
澤　
裕
史

第
７
分
団　
団　
員　
林　
　
健
太

第
８
分
団　
団　
員　
中
川
伊
代
治

第
10
分
団　
団　
員　
小
島　
　
武

（
精
勤
章
）

10
年
該
当

第
６
分
団　
団　
員　
新
谷　
元
太

第
６
分
団　
団　
員　
芝
原　
奏
士

15
年
該
当

第
６
分
団　
団　
員　
酒
井　
大
三

第
10
分
団　
班　
長　
小
林　
大
作

20
年
該
当

第
７
分
団　
団　
員　
藤
田　
浩
章

第
９
分
団　
団　
員　
佐
坂　
陽
祐

25
年
該
当

第
９
分
団　
分
団
長　
伊
賀　
健
二

第
９
分
団　
副
分
団
長　
小
林　
秀
典

　「わが街NAVI」（デジタル案内板）は、来庁される皆
様に向けて役立つ各種手続案内をはじめ、行政情報・地域
情報・生活情報を発信できる案内板となっております。
　この「わが街NAVI」（デジタル案内板）は地域の団体
様や事業者様の広告掲載料により設置にかかる費用をまか
ない、より利便性の高い案内板として、来庁される皆様に
ご活用いただけるものです。
　つきましては、地域の団体様や事業者様に本事業へのご
理解と広告掲載にご協力をいただきますようご案内申し上
げます。
　なお、この「わが街NAVI」（デジタル案内板）は、株
式会社サイネックスの担当者が直接各団体様・事業主様を
訪問し広告掲載のご案内をいたします。
　本事業が、町民生活の利便性向上と地域経済活性化の一
助となるよう進めてまいりますので、ご理解とご協力を賜
りますようお願い申し上げます。

お問合せ　　
　事業に関すること
　　　　北島町役場　総務課　　☎698－9801
　広告に関すること
　　　　株式会社　サイネックス徳島支店
　　　　　　　　　　　　　　　☎623－0530

消
防
出
初
式

※詳しくは、町報１月号の折込み「申告相談（所
得税・住民税・国保税等）のご案内」または
町ホームページをご覧ください。

●期間　２月16日㈫〜３月15日㈪
　　　　※土日祝を除く
●時間　9時〜 16時
●場所　北島町総合庁舎　７階大ホール
※地区指定日にご都合の悪い方は、全地区また

は期間内の都合の良い日をご利用ください。
※駐車場が限られていますので、車でのご来庁

はできるだけご遠慮ください。
※新型コロナウイルス等感染症拡散防止のた

め、十分な感染予防対策を実施のうえご来場
をお願いします。

【お問合せ】　税務課　☎698−9803

●申告相談日程表
月日 曜日 地区 対象者

２月16日 火 新喜来・太郎八須

収入が公的年金等のみ
の方

２月17日 水 北 村
２月18日 木 中 村
２月19日 金 江 尻・ 高 房
２月22日 月 鯛 浜
２月24日 水 鯛 浜 上記以外の所得を有す

る方
（給与・営業・不動産・
農業等）

※住宅ローン控除の適
用 を 受 け る 方 又 は、
譲渡所得（土地・建
物の売却）・消費税・
贈与税・相続税につ
いては、鳴門税務署
で申告してください。

２月25日 木
２月26日 金 江 尻
３月１日 月 中 村３月２日 火
３月３日 水 北 村
３月４日 木 高 房
３月５日 金 新喜来・太郎八須
３月８日

〜
３月15日

（土日を除く）

月

〜

月
全 地 区

「わが街NAVI」（デジタル案内板）
を設置します

新型コロナウイルス等感染症予防および拡散防止のため、できるだけ申告書はご自身で作成の
うえ、電子申告・郵送等で提出してください。
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令
和
３
年
北
島
町
成
人
式
は

　
　
延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
１
月
10
日
㈰
に
予
定
し
て
い
ま
し

た
令
和
３
年
成
人
式
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
を
受
け
、
新
成
人
並
び

に
町
民
の
み
な
さ
ま
の
安
全
を
第
一

に
考
え
、
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
延
期
後
の
日
程
は
、
未
定
で
す
。

　
決
定
次
第
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
北
島
町
教
育
委
員
会

　
　
☎
６
９
８

−

９
８
１
２

　
　
FAX
６
９
８

−

１
１
２
１

　

新
成
人
に
な
っ
て

岡　
　
直
哉　

　
こ
の
度
、
無
事
に
新
成
人
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
だ
せ
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
世
の
中
の
情
勢
も
あ
り
、
例
年

と
は
違
う
成
人
の
日
を
迎
え
る
こ
と

に
、
多
少
の
不
満
と
不
思
議
な
特
別

感
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
新
成
人
と
な
り
私
が
生
き
て
き
た

20
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
周

り
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
生
き
て

き
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
学
校
で

ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
や
先
輩

方
、
一
緒
に
遊
ん
で
学
ん
で
成
長
し

て
き
た
友
人
、
い
つ
も
身
近
に
支
え

て
く
れ
た
家
族
に
改
め
て
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
特
に
両
親
に
は
、

感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
ほ
ど
今
ま

で
支
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
当
た
り

前
の
よ
う
に
学
校
に
通
い
、
大
学
に

ま
で
通
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
部
活
動

の
送
迎
や
大
量
の
洗
濯
、
高
校
生
に

な
っ
て
か
ら
は
毎
日
お
弁
当
を
作
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
日
常
に
ど

れ
ほ
ど
の
手
間
と
愛
情
が
か
け
ら
れ

て
い
た
の
か
、
親
元
を
離
れ
て
気
づ

き
ま
し
た
。
こ
の
注
が
れ
た
た
く
さ

ん
の
愛
情
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
少
し
ず
つ
恩
返
し
し
た
い
と
思
う

の
で
、
二
人
は
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
。

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
が
長
い
の
か
短

い
の
か
、
明
る
い
の
か
暗
い
の
か
、

先
の
事
は
予
想
も
つ
き
ま
せ
ん
が
周

り
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
、自
分
ら
し
く
生
き
、い
つ
終
わ
っ

て
も
納
得
の
い
く
人
生
を
歩
け
る
よ

う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
今
ま
で
出
会
っ
た
友
人

た
ち
と
も
、
い
つ
か
お
酒
で
も
飲
み

な
が
ら
語
り
合
い
、
笑
い
合
い
た
い

の
で
、
皆
さ
ん
も
自
分
の
納
得
の
い

く
人
生
を
歩
い
て
、
話
の
ネ
タ
を
準

備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
私
は
何

十
年
先
で
も
お
誘
い
を
待
っ
て
い
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
成
人
を

迎
え
た
と
は
い
え
、
私
た
ち
は
ま
だ

ま
だ
支
え
ら
れ
な
い
と
生
き
て
い
け

な
い
未
熟
者
で
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

成
人
と
な
っ
て

小
林　
花
音

　
２
０
２
０
年
４
月
、
日
本
政
府
に

よ
り
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
大
学
の
授
業
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
講
さ
れ
、
バ
イ
ト
先

は
一
時
休
業
に
な
り
ま
し
た
。
終
に

は
私
た
ち
の
成
人
式
も
延
期
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う

な
状
況
下
で
も
働
き
続
け
て
く
れ
た

方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
だ
先

の
見
え
な
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

協
力
し
あ
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
に
迎
え
た
成
人
の

年
で
す
が
、
私
な
り
に
一
つ
目
標
を

掲
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
20
年
間

を
振
り
返
っ
て
決
め
た
目
標
は
「
挑

戦
」
で
す
。
と
は
言
え
、
こ
の
日
本

を
変
え
て
や
る
！
と
い
う
よ
う
な
大

そ
れ
た
挑
戦
を
し
よ
う
と
し
て
い
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
何
か
を
始

め
る
と
き
の
自
分
が
、
一
番
臆
病

で
、
そ
し
て
一
番
勇
敢
だ
』。
こ
れ

は
吉
田
修
一
さ
ん
が
書
い
た
小
説

『W
ater

』
の
中
の
一
節
で
す
。
こ

の
言
葉
が
何
故
か
私
の
心
に
残
っ
て

い
る
の
は
思
い
当
た
る
節
が
あ
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。今
ま
で
、「
挑
戦
」

か
「
安
定
」
か
を
迫
ら
れ
る
と
迷
い

な
が
ら
「
安
定
」
を
選
ん
で
き
ま
し

た
。
何
か
挑
戦
を
始
め
る
前
、
怖
く

な
っ
て
し
ま
う
瞬
間
が
あ
る
の
は
確

か
で
す
。
し
か
し
、
い
ざ
始
め
て
し

ま
え
ば
ど
う
に
か
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
の
も
事
実
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

躊
躇
し
て
時
間
を
い
た
ず
ら
に
過
ご

し
て
し
ま
う
く
ら
い
な
ら
怖
さ
を
振

り
ほ
ど
い
て
挑
戦
す
る
ほ
う
が
よ
っ

ぽ
ど
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
先
、「
挑
戦
」
す
る
の

か
ど
う
か
決
め
る
時
が
訪
れ
る
と
思

い
ま
す
。
一
人
前
の
大
人
に
な
れ
る

よ
う
に
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
後
悔
し
な
い

人
生
を
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
大
人
に
な
る
こ
と
」

藤
江
ひ
か
り

　
今
年
の
成
人
式
は
異
例
の
延
期
と

な
り
ま
し
た
が
、
私
自
身
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
こ
の
度
成
人
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
20
年
と
い
う

月
日
を
共
に
支
え
あ
い
、
応
援
し
続

け
て
く
れ
た
家
族
・
親
戚
の
方
々
、

思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
り
、
楽
し
い

日
々
を
く
れ
た
友
人
の
み
ん
な
、
そ

の
他
私
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
多

く
の
方
々
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
の
私
が
存
在
し

て
い
る
の
は
、
こ
の
私
の
人
生
に
携

わ
っ
て
く
れ
た
方
々
の
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　

　
今
年
に
な
っ
て
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
流
行
し
、
学
校
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

「
自
粛
」
と
い
う
言
葉
を
何
度
も
耳

に
し
ま
し
た
。
20
年
間
生
き
て
き
た

中
で
一
番
人
と
関
わ
り
あ
う
機
会
が

少
な
か
っ
た
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　

　
今
な
お
、
収
束
に
は
程
遠
い
流
行

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
初
の
よ

う
な
混
乱
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
合
わ
せ
た
新
た
な
生
活
様
式
に

馴
染
む
自
分
が
い
ま
す
。
こ
の
自
粛

期
間
は
私
に
と
っ
て
「
大
人
」
と
い

う
言
葉
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
期
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
無
事
に
成
人
を
迎
え
る
こ
と
は
で

き
た
の
で
す
が
、
私
に
は
ま
だ
変
化

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私

に
と
っ
て
「
大
人
」
と
は
、
自
己
管

理
を
し
っ
か
り
行
え
て
、
責
任
を

持
っ
た
行
動
が
で
き
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
私
は
ま
だ
両
親
に
甘
え
て

ば
か
り
で
、「
大
人
」
と
は
言
い
切

れ
な
い
の
で
、
成
人
を
迎
え
た
今
、

「
大
人
」
に
な
っ
て
い
こ
う
と
決
意

し
ま
し
た
。私
も
両
親
の
よ
う
に「
立

派
な
大
人
」
に
な
り
た
い
で
す
。

「
成
人
の
日
」
を
迎
え
て
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北
島
の
「
藍
」

日
本
遺
産
「
藍
関
連
文
書
調
査
報

告
書
」
作
成
事
業
で
ア
ー
カ
イ
ブ
さ

れ
た
、
他
の
古
文
書
を
紹
介
す
る
の

に
先
立
ち
、
こ
こ
で
北
島
の
藍
の
歴

史
に
つ
い
て
簡
単
に
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

元
文
５
年
（
１
７
４
０
）
の
「
御

国
中
藍
作
見
分
有
之
村
々
貫
目
之
次

第
」に
よ
る
と
、北
島
町
７
か
村（
鯛

浜
、
江
尻
、
中
村
、
高
房
、
新
喜
来
、

北
村
、
太
郎
八
須
）
は
全
て
藍
作
地

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
各
村
の
平
均

反
収
入
は
、
高
房
村
の
30
貫
目
を
最

高
に
、
ど
の
村
も
20
貫
目
を
上
回
っ

て
い
ま
し
た
。

宝
暦
12
年
（
１
７
６
２
）
11
月
の

本
町
内
藍
の
出
来
具
合
を
見
る
と
、

高
房
を
最
高
と
し
、
続
い
て
鯛
浜
・

江
尻
・
中
村
が
あ
が
り
、
新
喜
来
・

太
郎
八
須
・
北
村
の
順
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
あ
ま
り
低
湿
の
と
こ
ろ
は

藍
作
に
適
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
藍

住
町
に
近
い
西
部
を
中
心
に
、
中
程

度
の
藍
作
地
帯
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
う
し
て
生
産
さ
れ
た
葉
藍
を
寝

床（
納
屋
）で
発
酵
さ
せ
、蒅
を
作
り
、

さ
ら
に
輸
送
の
便
を
高
め
る
た
め
突

き
固
め
た
藍
玉
を
生
産
す
る
人
々
が
、

玉
師
（
藍
玉
師
）
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

玉
師
は
藩
に
よ
っ
て
株
で
管
理
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
多
く
は
藍
の
商
売
に

係
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
阿
波
郊

外
の
移
出
に
係
わ
っ
て
い
る
商
人
は
、

売
り
場
株
と
い
う
制
度
と
組
織
を

も
っ
て
販
売
地
域
を
統
率
し
、
徳
島

産
の
藍
の
販
売
網
を
広
げ
て
い
っ
た

の
で
す
。
北
島
町
の
藍
師
の
販
売
地

域
の
一
例
に
つ
い
て
は
、
町
報
№
62

に
表
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
北
島
の
藍
師
の
名
前
が
み

ら
れ
る
常
夜
灯
が
、
徳
島
市
川
内
町

の
金
刀
比
羅
神
社
境
内
に
あ
り
ま
す
。

（
写
真
１
）
天
保
（
１
８
３
０

～
１
８
４
３
）
年
頃
の
藍
師
が

奉
納
し
た
も
の
で
、「
豊
前
豊

後
組
」、「
藍
屋
中
」
の
文
字
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
福

岡
県
、
大
分
県
方
面
に
藍
を
売

り
出
す
藍
商
人
仲
間
が
い
た
こ

と
が
わ
か
り
、
そ
の
中
に
、
北

村
の
伊
賀
定
吉
、
同
じ
く
北
村

の
島
屋
秀
蔵
の
名
前
が
見
え
ま

す
。（
写
真
２
）

そ
の
ほ
か
に
、
町
史
P.
４
９
６

−

４
９
７
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
表
、「
明

治
大
正
時
代
北
島
村
藍
商
人
及
び
青

屋
並
び
に
製
造
業
者
氏
名
（
１
９
７

１
年
調
査
）」
に
は
、
藍
師
、
藍
商
、

青
屋
、
紺
屋
、
蒅
と
40
人
を
超
え
て

藍
に
従
事
し
て
い
た
人
物
の
名
前
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
３
）

ま
た
、「
大
正
10
年
北
島
旧
村
史

に
見
え
る
藍
商
人
名
」（
町
史
P.
４

９
７

−

４
９
８
）
に
は
、
篠
原
喜
太

郎
を
筆
頭
に
、
30
人
を
超
え
て
商
人

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
大
正
に
な
っ
て
も
北
島
町
内

に
、
藍
に
従
事
す
る
職
業
の
方
が
こ

れ
だ
け
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

図
書
館
学
芸
員　
　
原　
多
賀
子

「
三
木
ガ
ー
デ
ン

　

　歴
史
資
料
館
」資
料

北島町
所蔵

№66

写真３　明治大正時代北島村藍商人及び青屋並びに製造業者氏名
写真２　金刀比羅神社常夜灯に
見える北島の藍商人の名前

写真１　金刀比羅神社常夜灯
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在
宅
当
番
医
割
出
表

２月11日（木・祝） 上板町 野田（泰）医院 ６９４－２００９
２月14日㈰ 上板町 友成医院 ６９４－５５１５
２月21日㈰ 上板町 井関クリニック ６３７－６０６６
２月23日（火・祝） 北島町 山田外科内科 ６９８－５５００
２月28日㈰ 北島町 吉野川病院 ６９８－６１１１
３月７日㈰ 松茂町 浦田病院 ６９９－２９２１
３月14日㈰ 松茂町 芳川病院 ６９９－５３５５

急に在宅当番医が変わること
があります。
もし、病院に連絡がつかない
場合は、板野東部消防本部

（☎698−9119）にご連絡く
ださい。

乳がん検診・子宮がん検診を受けましょう
　対象の方には、令和２年６月中旬に青色の「受診券」をお送りしています。ご確認いただき、定期的な検診受診
をお願いいたします。
　「受診券」がお手元にない方や、ご不明な点がある方は、保健相談センターまでお問合せください。

実施期間 現在実施中～ 3 月末日まで

医療機関 県内の委託医療機関　※詳しくは、「受診券」に掲載しています。事前予約が必要な場合がございます。

そ の 他 ・対象の方には、「受診券」の各検診の部分にお名前を記載しています。
・「受診券」に記載している「問診票設置箇所」の欄が空白となっている医療機関をご希望の方は、

事前に保健相談センターまでご連絡をお願いいたします。
・「精密検査が必要」の場合は、速やかに主治医にご相談し、精密検査をお受けください。(なお、精

密検査は、保険適応となります。)

高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種の接種期限が迫っています！
〜今年度対象の方は、接種期間が令和３年３月31日まで〜

　接種がお済みでない方で、予診票がお手元にない場合は、保健相談センターにご連絡ください。予診票を再発行
いたします。接種期間を過ぎると、任意接種となり、接種費用が全額自己負担となります。※詳細は対象の方にお
送りした、ご案内をご確認ください。

【令和２年度の接種対象者】※ただし、接種時に北島町に住民票を有する方のみです。

※過去にニューモバックス（23価）の肺炎球菌ワクチンを一度でも接種されたことのある方は、定期接種の対
象ではありません。

※60～64歳で心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能に日常生活が極度に制限される程度の障がいがある方で、接種希
望の方は保健相談センターにお問合せください。

　　65歳（昭和30年４月２日 ～ 昭和31年４月１日生）
　　70歳（昭和25年４月２日 ～ 昭和26年４月１日生）
　　75歳（昭和20年４月２日 ～ 昭和21年４月１日生）
　　80歳（昭和15年４月２日 ～ 昭和16年４月１日生）

　　85歳（昭和10年４月２日 ～ 昭和11年４月１日生）
　　90歳（昭和５年４月２日 ～ 昭和６年４月１日生）
　　95歳（大正14年４月２日 ～ 大正15年４月１日生）
　100歳（大正９年４月２日 ～ 大正10年４月１日生）

子宮がん検診実施医療機関変更のお知らせ
　６月にお送りしました、各種検診の受診券に記載されている「野田医院」では、子宮がん検診を受診していただ
けなくなりましたので、お知らせいたします。
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令
和
３
年
新
春
初
打
ち
大
会

期
日　
１
月
４
日
㈪　
参
加
者
数
39
名

場
所　
北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　
勝　
住
田
美
代
子　
28
打
○ホ
３

準
優
勝　
佐
々
木
幸
雄　
36
打
○ホ
１

第
３
位　
柏
木　
　
操　
36
打
○ホ
１

第
４
位　
関　
千
恵
子　
37
打
○ホ
１

第
５
位　
三
木　
栄
子　
39
打
○ホ
１

１
月
度
月
例
杯

期
日　
１
月
13
日
㈬　
参
加
者
数
33
名

場
所　
北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　
勝　
柏
木　
　
操　
32
打
○ホ
２

準
優
勝　
篠
原　
久
子　
34
打
○ホ
２

第
３
位　
中
村　
榮
次　
34
打
○ホ
１

第
４
位　
勝
浦　
美
國　
39
打
○ホ
１

第
５
位　
大
寺
富
美
子　
39
打

今
月
の
納
税

　
２
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
８

期
）、
町
・
県
民
税
（
４
期
）
の
納

期
で
す
。

納
期
限　
３
月
１
日
㈪

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前

日
ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ

い
。

【
お
問
合
せ
】

　
税
務
課　
☎
６
９
８

−

９
８
０
３

募
　
　
　
集

公
共
職
業
訓
練　
受
講
生
募
集

■
電
気
設
備
技
術
科

　
電
気
工
事
に
関
連
す
る
理
論
や
法

令
及
び
電
気
工
事
の
基
本
作
業
、
電

気
機
器
の
制
御
方
法
を
習
得
し
ま
す
。

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　
木
造
の
住
宅
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
、
構
造
、
法
規
及
び
そ
の
施
工

や
納
ま
り
等
の
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

【
訓
練
期
間
】
６
ヵ
月

　
〔
４
月
２
日
～
９
月
30
日
〕

■
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科

　
機
械
製
図
、
２
・
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ

シ
ス
テ
ム
、
Ｎ
Ｃ
機
械
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
及
び
機
械
操
作
の
技
術
を
習

得
し
ま
す
。

■
住
環
境
計
画
科

　
最
適
な
住
空
間
の
提
案
が
で
き
る

住
宅
の
営
業
職
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

目
指
し
て
、
建
築
関
連
知
識
か
ら
内

装
・
設
備
な
ど
特
に
省
エ
ネ
関
連
の

知
識
・
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

【
訓
練
期
間
】
７
ヵ
月

　
〔
４
月
２
日
～
10
月
28
日
〕

１
ヵ
月
の
導
入
講
習
＋
６
ヵ
月
訓
練

【
対
象
者
】
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど
（
選
考
あ
り
）

【
受
講
料
】

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必
要
）

【
募
集
期
間
】
３
月
１
日
ま
で

【
お
問
合
せ
】

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

　
☎
６
５
４

−

５
１
０
２

　
（
平
日
９
時
～
17
時
）

の
お
知
ら
せ

2
月月
2

お

　く

　や

　み（
12
月
届
分
）

（
敬
称
略
）

前
　
田
　
昌
　
洋
（
92
歳
）
新
喜
来

松
　
岡
　
德
　
一
（
104
歳
）
鯛
　
浜

西
　
本
　
英
　
雄
（
70
歳
）
江
　
尻

槶
　
原
　
千
代
子
（
88
歳
）
鯛
　
浜

体
協
杯
と
月
例
大
会
に
お
い
て
、

井
出
さ
ん
が
ベ
ス
グ
ロ
優
勝
し
た
。

北
島
町

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会

だ
よ
り

　
１
月
17
日
㈰　
令
和
３
年
の
初
打

ち
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
会
場
で
開
か
れ
た
。

　
北
島
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部（
田
代
会

長
）の
新
春
の
挨
拶
・
音
頭
で
ジ
ュ
ー

ス
で
乾
杯
、
会
員
お
互
い
の
健
康
と

長
寿
を
祝
福
し
、
本
年
も
元
気
で
頑

張
ろ
う
と
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ト
で
鍛
え
た
体
力
気
力
で
、

寒
波
に
負
け
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
打
ち
勝
っ
て
き
た
会
員
一
同

は
更
に
健
康
に
留
意
し
、
励
ま
し
合

い
、
令
和
３
年
を
元
気
で
和
気
あ
い

あ
い
と
乗
り
切
る
べ
く
競
技
に
打
ち

込
み
ま
し
た
。
楽
し
い
初
打
ち
競
技

大
会
で
し
た
。

「
健
康
・
長
寿
」を
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
更
に
延
ば
そ
う

新
春
の
光
を
背
に
受
け
て

　
　
　
　
　
　
　初
打
ち
大
会
開
く

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部

だ
よ
り

月
・
日

大　
会　
名　
称

チ
ー
ム
・
人
員

成　
　
績

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

11
・
14

11
月
度
月
例
大
会

　
場
所　
親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

36
名

優
勝　
　
　
　
筒
井　
英
幸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

69

69

２
位　
　
　
　
坂
林　
　
勇

100

71

３
位　
　
　
　
田
村　
健
治

80

72

ベ
ス
グ
ロ　
　
筒
井　
英
幸

69

11
・
21
第
28
回
体
協
杯

　
場
所　
親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

38
名

優
勝　
　
　
　
井
出　
輝
久

78

２
位　
　
　
　
阿
部
美
恵
子

78

３
位　
　
　
　
中
村　
俊
一

81

11
・
28

11
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

　
場
所　
親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

34
名
優
勝　
福
永　
嘉
春　
日
野　
弘
一

79

63

２
位　
福
島
規
矩
夫　
下
川　
利
雄

87

69

３
位　
藤
崎
恵
美
子　
筒
井　
英
幸

88

70

12
・
12

12
月
度
月
例
大
会

　
場
所　
親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

38
名

優
勝　
　
　
　
井
出　
輝
久

69

65

２
位　
　
　
　
竹
林　
光
男

80

67

３
位　
　
　
　
坂
東　
丈
彦

77

69

ベ
ス
グ
ロ　
　
井
出　
輝
久

69



　
あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
１
箱

か
ら
１
０
５
円
24
銭
が
た
ば
こ
税

と
し
て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

た
ば
こ
は
町
内
で

　
　買
い
ま
し
ょ
う

「毎月20日はあいさつ運動の日です」
２月のあいさつ運動は２月18日㈭に行います。
※あいさつ運動の際には、マスク等の着用や、人との間隔は適切な距離を
　空けるよう努めてください。
※あいさつ運動を中止する場合には、登録いただいている方に対してお知
　らせいたします。

北島町青少年健全育成町民会議

お 知 ら せ

増減量

ご み ニ ュ ー ス

１月
14.1㎏
？㎏

14.2㎏
14.2㎏

11月 12月

増減なし

～粗大・不燃ごみの引き取り不可な品目について～
　北島町では粗大・不燃ごみの引き取りを行っております
が、引き取り不可な品目も多数あります。
　プロパンガスボンベ・自動車部品・灯油・重油・農薬・
化学薬品・塗料・建具・畳・洗面台・流し台・楽器類等は
引き取り不可となっており、他にも多くの引き取り不可な
品目があります。
　引っ越し等で出る一時多量ごみも清掃センターでは引き
取ることができません。
　収集不可な品目については購入元に、一時多量ごみに
ついては町の許可業者に依頼をお願いいたします。
　その他ごみについてご不明な点等がありましたら清掃セ
ンターにお問合せをお願いいたします。

お問合せ　清掃センター　☎698－4052

今月のごみ対策啓発優秀ポスター

北島中　天羽　優衣

13.7㎏
13.7㎏

過去５年間の
平均値
令和２年

増減なし

春季全国火災予防運動

３つの習慣
　☆　寝たばこは、絶対やめる。
　☆　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　☆　ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
　☆　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　☆　寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
　☆　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　☆　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。
　
　令和２年１月１日から令和２年12月31日までの町別火災件数は以下の通りです。

３月１日から３月７日まで「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」

〔お問合せ〕板野東部消防組合　☎698－0119

火災件数
松茂町
２件

北島町
３件

藍住町
５件

合　計
10件

春季全国火災予防運動
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令
和
２
年
度　
き
た
じ
ま
総
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

受
講
者
募
集

【
目　
的
】

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
は
あ
る
け

ど
、
き
っ
か
け
が
な
く
て
始
め
ら
れ

な
い
…
と
い
う
方
。
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？
北
島
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
開
催
し
、
こ
こ
で
学
ん
だ
方
を
北

島
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
会
の
主
催
す
る
事
業
の
お
手
伝

い
等
に
従
事
い
た
だ
く
と
、
活
動
時

間
に
応
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
、
町
内
で
使

え
る
商
品
券
と
交
換
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
内　
容
】

１　
日
時　
３
月
１
日
㈪　

　
　
10
時
か
ら
11
時
30
分

２　
開
催
場
所　
北
島
町
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー　
集
会
室

３　
募
集
人
数　
30
名

４　
参
加
費　
無
料

５　
申
込
み　
２
月
26
日
㈮
ま
で
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度　
き
た
じ
ま
く
ら
し

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
） 

受
講
者
募
集

【
目　
的
】

　
北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
き

た
じ
ま
く
ら
し
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
、
有
償
で
の
生
活
支
援

の
担
い
手
の
養
成
・
発
掘
を
行
い
、

終
了
さ
れ
た
方
に
北
島
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
地
域
で
の
生
活
支
援
（
通
院
介
助

や
買
い
物
代
行
な
ど
）、
に
従
事
し

て
い
た
だ
き
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
子
育
て
の
空
き
時
間
に
、
地
域
の

役
に
立
ち
た
い
方
、
退
職
後
の
時
間

を
有
意
義
に
使
い
た
い
方
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
９
月・

12
月
開
催
分
と
同
内
容
の
講
座
と
な

り
ま
す
。）

【
内　
容
】

１　
日
時　

　
初
日　
　
３
月
５
日
㈮

　
　
　
　
　
９
時
か
ら
12
時
20
分

　
２
日
目　
３
月
８
日
㈪　

　
　
　
　
　
９
時
か
ら
12
時
20
分

　
　
（
両
日
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

２　
開
催
場
所　
北
島
町
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー 

集
会
室

３　
募
集
人
数　
30
名

４　
参
加
費　
無
料

５　
対
象　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

の
あ
る
方
、
意
欲
の
あ
る
方
、
両

日
と
も
参
加
で
き
る
方

６　
申
込
み　
３
月
４
日
㈭
ま
で
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

時　　間 内　　　　容 講　　　師

10:00 ～ 11:00 ボランティア入門
とくしまボランティア推進
センター
香西　卓哉　氏

11:00 ～ 11:30 ボランティアについてのオリエンテー
ション 北島町社会福祉協議会

時間 ３/ ５㈮ 講義内容 ３/ ８㈪ 講義内容

9:00 ～ 10:00 介護保険制度と地域包括ケアシステ
ムについて 清潔の保持及び健康状態の管理

10:10 ～ 11:10 自立に向けた家事援助サービス 自立支援・リスクマネジメントと
チーム連携

11:20 ～ 12:20 認知症サポーター養成講座 有償ボランティア活動における支援
倫理と守秘義務



増減量

ご み ニ ュ ー ス

１月
14.1㎏
？㎏

14.2㎏
14.2㎏

11月 12月

増減なし

～粗大・不燃ごみの引き取り不可な品目について～
　北島町では粗大・不燃ごみの引き取りを行っております
が、引き取り不可な品目も多数あります。
　プロパンガスボンベ・自動車部品・灯油・重油・農薬・
化学薬品・塗料・建具・畳・洗面台・流し台・楽器類等は
引き取り不可となっており、他にも多くの引き取り不可な
品目があります。
　引っ越し等で出る一時多量ごみも清掃センターでは引き
取ることができません。
　収集不可な品目については購入元に、一時多量ごみに
ついては町の許可業者に依頼をお願いいたします。
　その他ごみについてご不明な点等がありましたら清掃セ
ンターにお問合せをお願いいたします。

お問合せ　清掃センター　☎698－4052

今月のごみ対策啓発優秀ポスター

北島中　天羽　優衣

13.7㎏
13.7㎏

過去５年間の
平均値
令和２年

増減なし

春季全国火災予防運動

３つの習慣
　☆　寝たばこは、絶対やめる。
　☆　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　☆　ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
　☆　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　☆　寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
　☆　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　☆　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。
　
　令和２年１月１日から令和２年12月31日までの町別火災件数は以下の通りです。

３月１日から３月７日まで「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」

〔お問合せ〕板野東部消防組合　☎698－0119

火災件数
松茂町
２件

北島町
３件

藍住町
５件

合　計
10件

春季全国火災予防運動
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　四国財務局には、借金を抱え悩んでおられる
方々のための「相談窓口」がございます。
　一人で悩まず、ご相談ください。必要に応じ
て、弁護士・司法書士などの法律専門家への引
継ぎも行っております。
　
相談方法　相談は無料です。まずお電話ください。
　　　　　こちらから電話をかけ直しいたしま
　　　　　す。
　
連 絡 先　四国財務局　多重債務者相談窓口
　　　　　☎ 087－811－7801（直通）
　　　　　FAX 087－823－2025
　　　　　住所　高松市サンポート３番33号
　　　　　　　　高松サンポート合同庁舎
　　　　　　　　　　　　　　　　　（南館）
　
受付時間　月曜日～金曜日
　　　　　（祝日及び12/29～1/3を除く）
　　　　　９時～12時、13時～17時

多重債務でお悩みの方に

ひとりで悩んでいませんか？
困ったときは北島町ふれあい総合相談センターにご相談ください。

秘密は固く守ります。　相談は無料です。

北島町社会福祉協議会からのご案内

ひとりで悩んでいませんか？
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　四国財務局には、借金を抱え悩んでおられる
方々のための「相談窓口」がございます。
　一人で悩まず、ご相談ください。必要に応じ
て、弁護士・司法書士などの法律専門家への引
継ぎも行っております。
　
相談方法　相談は無料です。まずお電話ください。
　　　　　こちらから電話をかけ直しいたしま
　　　　　す。
　
連 絡 先　四国財務局　多重債務者相談窓口
　　　　　☎ 087－811－7801（直通）
　　　　　FAX 087－823－2025
　　　　　住所　高松市サンポート３番33号
　　　　　　　　高松サンポート合同庁舎
　　　　　　　　　　　　　　　　　（南館）
　
受付時間　月曜日～金曜日
　　　　　（祝日及び12/29～1/3を除く）
　　　　　９時～12時、13時～17時

多重債務でお悩みの方に

ひとりで悩んでいませんか？
困ったときは北島町ふれあい総合相談センターにご相談ください。

秘密は固く守ります。　相談は無料です。

北島町社会福祉協議会からのご案内

ひとりで悩んでいませんか？
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相談の種類 相 談 の 内 容 開　　催　　日
一 般 相 談 高齢者の生活相談、全般についての相談 毎週水曜日

13:00 ～ 16:00（予約制）
３月３日、10日、17日、24日、31日
４月７日、14日、21日、28日

専
　
　
門
　
　
相
　
　
談

法 律 相 談 財産、相続、扶養、契約、金銭貸借等に
ついての相談

毎月第３火曜日
10:00 ～ 12:00（予約制）

３月16日
４月20日

人 権 相 談 基本的人権や人権侵害に関する相談 毎月第１木曜日
13:00 ～ 16:00

３月４日
４月１日

行 政 相 談 国、県、町の仕事に関する苦情などの相談 毎月第３木曜日
13:00 ～ 16:00

３月18日
４月15日

児童教育相談 児童養育や教育などについての相談 毎週金曜日
13:00 ～ 16:00（予約制）

３月５日、12日 、19日、26日   
４月２日、９日、16日、23日、30日

外
がい

国
こく

人
じん

に関
かん

する相
そうだん

談 外
がいこくじん

国人の在
ざいりゅう

留、生
せい

活
かつ

全
ぜん

般
ぱん

についての相
そう

談
だん 毎

まいつき
月第

だい
２
に

水
すい

曜
よう

日
び

10:00 ～ 12:00（予
よ

約
やく

制
せい

）
３月10日
４月14日

北島町ふれあい総合相談センター３・４月日程表

注：法律相談は、予約制で相談時間は20分です。

※法律相談・外
がいこくじん

国人に関
かん

する相
そう

談
だん

・一般相談・児童教育相談は、予
よ

約
やく

制
せい

です。事前に社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょうぎ

議会
かい

（☎698−8910）までご連
れん

絡
らく

ください。
※保健相談は、毎週月～金曜日（８時30分～ 17時まで）北島町保健相談センターで実施しております。
※介護相談は、毎週月～金曜日（８時30分～ 17時まで）北島町在宅サービスセンター (社会福祉協議会内)・北島町地域包括支援センター（役場４階）で実施し
　ております。

①介護料の支給 　自動車事故が原因で脳・脊髄・胸腹部臓器を損
傷したことにより重度な後遺障害が残り、常時又
は随時介護が必要な方に対し、介護料を支給。
※介護保険、労災保険の介護（補償）給付等との

併用不可。
②短期入院・短期
入所

　自動車事故により自宅介護を受ける重度後遺障
害者の方々の健康維持や、家族の負担軽減のため、
全国に「短期入院協力病院」、「短期入所協力施設」
を指定。

③短期入院・短期
入所費用助成

　短期入院・入所を利用した際の患者移送費、室
料差額負担金及び食事負担金等に要する費用とし
て自己負担した額の一部を助成。

④ 療 護 施 設 の 設
置・運営（重度後
遺障害者のための
専門病院）

　自動車事故による重度後遺障害者（遷延性意識
障害者）のための専門病院（療護施設）を全国で
設置・運営。（入院期間は概ね３年間）

⑤交通遺児等貸付 　自動車事故により保護者が死亡又は重度後遺障
害者となったご家族（生活困窮家庭）のお子様に対
し、中学校卒業まで生活資金の無利子貸付を行う。

⑥介護者（親）な
き後に備えるため
の情報提供

　介護者が先に亡くなったり、老齢や病気等によ
り介護ができなくなった場合に対応するために必
要な情報を集め、ナスバホームページに掲載し情
報提供している。

　※詳細情報、連絡・申込先：①、③～⑥は ナバス　支える 、②
は 国交省　短期入院 で検索してください。また、総合的な
案内は 国交省　交通事故にあったときには　パンフレット で 

　　検索してください。

ご存じですか？ナスバの被害者援護

●自動車事故にあって、相談先にお困りの方
　上記制度も含め、各種無料で相談できる窓口を電話で紹介し

ています。
　　　　　NASVA（ナスバ）交通事故被害者ホットライン
　　　　　　☎ 0570 － 000738
　　　　　　（土・日・祝日・年末年始を除く９時～ 12時、13
　　　　　　時～ 17時）

○自動車事故被害者救済制度
　（国土交通省、独立行政法人自動車事故対策機構（NASVA））



テレワークやオンライン授業等を利用する場合の注意点
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12
月
11
日
㈮
、
北
島
町
総
合
庁
舎
７
階

大
ホ
ー
ル
に
て
、
第
２
回
支
援
に
携
わ
る

人
材
養
成
の
た
め
の
講
習
会
を
香
川
大
学

の
野
口
修
司
准
教
授
を
お
招
き
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
お
話
の
あ
っ
た
問
題
解

決
の
手
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
ブ
リ
ー
フ
セ
ラ
ピ
ー
（
短
期

療
法
）
で
す
。
こ
れ
は
問
題
の
原
因
を
個

人
病
理
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ

二
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
相
互
作
用
）
の
変
化
を

促
し
て
問
題
を
解
決
・
解
消
し
て
い
こ
う

と
す
る
心
理
療
法
で
す
。「
原
因
が
何
か
」

で
は
な
く
、「
今
こ
こ
で
何
が
起
き
て
い

る
の
か
（
相
互
作
用
）」
を
重
要
視
し
て

い
ま
す
。
上
手
く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
は

変
え
、
上
手
く
い
っ
て
い
る
こ
と
は
続
け

る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
有
効
だ
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
何
で
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
二
つ
目
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

こ
れ
は
解
決
策
と
し
て
、
悪
循
環
を
直
接

断
ち
切
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
間
接
的
に
断
ち

切
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
直
接
的
な
も
の
と
し
て
、
仲
の

悪
い
人
同
士
に
同
じ
仕
事
を
さ
せ
る
と
喧

嘩
に
な
る
の
で
、
人
事
異
動
で
部
署
を
変

え
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
間
接

的
な
も
の
で
は
、
勤
務
後
に
行
わ
れ
る
飲

み
会
や
社
員
旅
行
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
お
互
い
の
関
係
性
を
良
く
し
な
が
ら
、

業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど

が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
問
題

を
直
接
取
り
除
く
の
で
は
な
く
、
対
処
行

動
を
変
え
る
こ
と
で
問
題
を
解
消
す
る
こ

と
を
目
指
す
方
法
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
他
に
も
問
題
と
対
処
行
動
に
焦
点
を
当

て
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
問
題
の
中
で

す
で
に
解
決
し
て
い
る
部
分
、
つ
ま
り
は

問
題
の
「
例
外
」
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ

れ
を
拡
張
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
（
ソ

リ
ュ
シ
ョ
ン・フ
ォ
ー
カ
ス
ト・ア
プ
ロ
ー

チ
）
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
問
題
が

起
こ
ら
な
か
っ
た
と
き
・
問
題
が
普
段
よ

り
比
較
的
早
く
落
ち
着
い
た
と
き
・
周
囲

と
の
人
間
関
係
が
上
手
く
い
っ
て
い
る
と

き
な
ど
の
３
つ
の「
例
外
」が
当
て
は
ま
っ

た
と
き
は
ど
う
い
う
と
き
か
、「
例
外
」

が
見
つ
か
っ
た
ら
問
題
の
悪
循
環
に
直
接

介
入
す
る
の
で
は
な
く
、
例
外
の
パ
タ
ー

ン
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
間
接
的
に

問
題
を
小
さ
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
つ
ま
り
、
問
題
に
注
目
せ
ず
に
解
決

に
注
目
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
習
会
を
通
し
て
、
問
題
へ
の
考

え
方
や
捉
え
方
の
視
点
を
変
え
て
み
る
こ

と
の
必
要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
と

も
に
、
柔
軟
な
思
考
が
解
決
へ
の
糸
口
に

繋
が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
第
２
回
支
援
に

携
わ
る
人
材
養
成
の
た
め
の

講
習
会
を
開
催
し
て

情報セキュリティ保全対策
・会社や学校の情報を扱う時は、情報セキュリティのルー

ルを守る。
・情報のレベル分けとレベルに応じたルールに従って取り

扱う。
・情報セキュリティに関する情報を積極的に取り入れ、情

報セキュリティへの意識を高める。
・情報セキュリティ事故が起きた時の連絡先や、対処要領

を確認しておく。
マルウェア（悪意のソフトウェア）に対する対策
・マルウェア感染を防ぐため、OSやブラウザ（拡張機能

を含む）の更新状態を維持する。
・会社や学校に接続する端末に、製造元が不確かなアプリ

ケーションをインストールしない。
・仕事や授業の前に、端末にウイルス対策ソフトがインス

トールされ、最新の定義ファイルが適用されていること
を確認する。

・仕事や授業の前に、端末のOSやソフトウェアがアップ
デートされて最新の状態であることを確認する。

・仕事や授業の最中にマルウェアに感染した場合、迷わず
隠さず、すぐに連絡先に報告する。

端末の紛失・盗難に対する対策
・なくしたら困る情報は、安全な場所にバックアップを

取っておく。
・漏れたら困る情報は極力持ち出さず、持ち出す際には必

ず暗号化する。
・端末本体はもちろん、記録媒体（USBメモリなど）の

盗難にも注意する。
重要情報の盗聴に対する対策
・漏れたら困る情報を送信する時は、必ず暗号化する。
・無線LAN（Wi-Fi）は、アクセスポイントが本物である

ことや、通信を暗号化していること、不要なアクセスを
防止していることなどが確信できる場合だけ利用する。

・画面ののぞき見や会話の盗み聞きのおそれがある場所で
は作業しない。

不正侵入・踏み台に対する対策
・ID、パスワードやスマートキーなどを正しく管理する。
・会社や学校に接続するための裏口を作らない・使わない。
・簡単なパスワードや、使い回しのパスワードは使わない。
外部サービスの利用に対する対策
・SNSやファイル共有サービスは、会社や学校のルールで

認められた範囲で利用する。

　インターネットを通じてテレワーク勤務をしたり、オンライン授業を受ける際には、普段は会社や学校の中だけで扱ってい
る秘密の情報や個人情報を、個人の管理する端末（パソコンやスマートフォンなど）で扱うことが考えられます。
　また、個人の管理する端末から、会社や学校の中に設置されているサーバ・コンピュータや、共有ファイルなどに接続可能
になる場合もあります。
　自分だけではなく、会社や、学校の仲間を守るためにも、十分なセキュリティ対策を行ってください。

徳島県警察本部サイバー犯罪対策室
サイバー犯罪に関する専用相談電話　フィッシング110番　088−622−3180

24時間受付（夜間・休日・年末年始は本部当直員が対応）
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本
年
度
は
、
11
月
25
日
㈬
か
ら
12

月
１
日
㈫
ま
で
を
「
北
島
町
人
権
週

間
」
と
定
め
、
北
島
町
立
図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
町
内
の
幼

稚
園
児
や
小
・
中
学
生
の
人
権
啓
発

作
品
及
び
人
権
パ
ネ
ル
「
沖
縄
戦
と

ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
」（「
あ
い
ぽ
ー
と

徳
島
」
所
蔵
）
の
展
示
を
行
い
ま
し

た
。
な
お
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す

児
童
・
生
徒
に
よ
る
意
見
発
表
会
及

び
講
演
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
を
い

た
し
ま
し
た
。

　
「
学
校
で
の
授
業
時
間
が
短
く

な
っ
た
今
年
、
そ
ん
な
中
で
も
先
生

方
も
一
所
懸
命
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
の
心
も
豊
か
に
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
他
者
の
こ
と

を
思
え
る
子
ど
も
た
ち
、
偏
見
や
差

別
を
許
さ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
え

て
い
る
よ
う
で
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。」
と
の
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◇　
幼
稚
園
の
作
品

　
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
の
合
同
作

品
に
は
、
心
が
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
、「
一
人
一
人
の

び
の
び
と
思
う
よ
う
に
描
い
て
い
て

よ
か
っ
た
。」、「
子
ど
も
が
描
く
人

物
は
皆
笑
顔
で
す
ね
。
そ
ん
な
世
の

中
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」
と
の

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　◇

小
学
校
の
作
品

　
各
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
人
権
学

習
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
作
文
に
は
、

児
童
の
思
い
や
願
い
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

友
だ
ち
の
笑
顔
を
大
切
に
、
友
だ
ち

に
や
さ
し
く
で
き
る
人
に
な
り
た
い

と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
思

い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
、

差
別
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
人

が
増
え
て
い
く
よ
う
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
の
思
い
に
は
、「
人
権
尊

重
社
会
」
構
築
へ
の
意
欲
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　
　

　
来
場
者
か
ら
、「
家
庭
の
中
に
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
は
違
い
に
驚
か

ず
に
、
小
さ
い
頃
か
ら
障
が
い
者
の

気
持
ち
を
理
解
で
き
て
い
て
、
自
分

の
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い

て
良
い
と
思
っ
た
。」
と
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
◇
中
学
校
の
作
品

　
柏
木
一
颯
さ
ん
は
、「
今
、
一
番

伝
え
た
い
こ
と
」
の
主
題
で
、「
社

会
的
な
バ
リ
ア
」と「
心
の
バ
リ
ア
」

と
を
な
く
せ
ば
、
誰
も
が
苦
し
む
こ

と
な
く
、
良
い
社
会
を
築
い
て
い
け

る
と
訴
え
て
い
ま
す
。（
来
月
号
に

全
文
掲
載
予
定
）

　
来
場
者
か
ら
の
感
想
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

　
「
あ
な
た
の
思
い
、
心
に
届
き
ま

し
た
。
他
の
人
に
も
、
話
そ
う
と
思

い
ま
す
。
ス
テ
キ
な
作
文
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
思
い
や
り
の
あ

る
世
界
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。」

　
「
柏
木
さ
ん
の
作
文
に
心
を
打
た

れ
ま
し
た
。
私
に
も
軽
度
の
聴
覚
障

が
い
が
あ
り
ま
す
が
、
柏
木
さ
ん
の

言
葉
に
は
、
人
が
人
と
し
て
あ
る
べ

き
こ
と
を
全
て
に
言
及
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
人
権
が
尊
重
さ
れ

て
い
れ
ば
、
生
き
づ
ら
い
世
の
中
で

は
な
く
な
る
も
の
だ
と
、
改
め
て
思

わ
さ
れ
る
作
文
で
し
た
。
中
学
二
年

生
が
、
こ
れ
程
の
感
情
を
持
ち
、
訴

え
ら
れ
て
い
る
の
に
、
大
人
は
一
体

何
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。」

　
ポ
ス
タ
ー
や
習
字
に
つ
い
て
は
、

生
徒
の
思
い
や
願
い
が
と
て
も
よ
く

表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
◇
人
権
パ
ネ
ル

　
「
沖
縄
戦
と
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
」

の
パ
ネ
ル
を
掲
示
し
ま
し
た
。
ご
承

知
の
よ
う
に
、
人
権
週
間
は
、
世
界

人
権
宣
言
の
採
択
を
記
念
し
て
設
定

さ
れ
、「
人
権
と
平
和
」
の
重
要
性

が
強
く
訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
幼
い

子
ど
も
た
ち
に
は
難
し
い
内
容
だ
と

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
と
も
に
、
平
和
の

貴
さ
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
人
が

と
も
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
期
間
中
、
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

令和２年度 北島町人権週間人権作品展から

人権問題におもう

北島町社会教育指導員　藤　本　幸　一

町内小学生の作品 町内３幼稚園合同作品

小学校学年合同作品

北島中学生の作品
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一
　
般
　
質
　
問

　
町
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問
は
、
武
山

光
憲
議
員
、
橋
本
典
幸
議
員
、
佐
々
木
紀
子

議
員
、
梶
哲
也
議
員
、
伊
勢
政
二
議
員
、
板

東
泰
史
議
員
、
増
谷
禎
通
議
員
で
大
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
山
光
憲 

議
員

　

質
問
１　
転
入
へ
の
取
り
組
み

　
転
入
届
時
に
、
子
育
て
支
援
・
教
育
・
福

祉
関
係
の
資
料
等
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
し
、

転
入
者
に
配
布
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
移
住
コ
ー
ナ
ー

等
で
の
中
で
「
ふ
る
さ
と
会
員
」
登
録
の
募

集
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
転
入
時
に
は
、
福
祉
・
教
育
・
児
童
な
ど

主
な
手
続
き
を
ま
と
め
た
資
料
を
住
民
課
よ

り
配
布
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
会
員
」
に
つ
い
て
は

先
進
事
例
を
検
証
し
、
登
録
や
事
業
内
容
を

考
え
て
い
き
た
い
。

　

質
問
２　
「
歩
行
者
横
断
禁
止
」
を
示
す
道

路
標
識
に
つ
い
て

　
小
さ
な
こ
ど
も
が
読
め
る
よ
う
に
「
わ
た

る
な
」
と
ひ
ら
が
な
表
記
の
「
歩
行
者
横
断

禁
止
」
を
示
す
道
路
標
識
の
施
行
に
つ
い
て
、

本
町
の
今
後
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
歩
行
者
横
断
禁
止
の
標
識
は
、
徳
島
県
公

安
委
員
会
が
設
置
・
管
理
し
て
お
り
、
今
後

の
標
識
の
更
新
の
際
に
、
ひ
ら
が
な
表
記
に

変
更
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

通
学
路
を
含
む
生
活
道
路
安
全
対
策
工
事
を

順
次
進
め
て
い
く
。

　

質
問
３　
立
体
的
に
見
え
る
横
断
歩
道

　
通
学
路
・
交
差
点
の
横
断
歩
道
に
お
け
る

カ
ラ
ー
塗
装
等
に
よ
り
立
体
的
に
見
せ
、
安

全
確
保
に
努
め
る
自
治
体
が
あ
る
。
本
町
も

検
討
・
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
立
体
的
に
見
え

る
路
面
表
示
の
効
果
等
を
見
な
が
ら
、
関
係

機
関
と
協
議
を
行
い
更
な
る
対
策
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　

質
問
４　
災
害
避
難
時
の
企
業
・
商
業
施
設

に
お
け
る
駐
車
場
確
保
に
つ
い
て

　
熊
本
地
震
の
事
例
な
ど
か
ら
、
車
中
泊
の

増
加
が
想
定
さ
れ
、
企
業
・
商
業
施
設
で
の

駐
車
場
確
保
の
連
携
も
必
要
に
な
る
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

　

答　
弁　
井
住
危
機
情
報
管
理
課
長

　
車
中
泊
は
、
避
難
者
の
健
康
管
理
や
備
蓄

物
資
の
配
布
を
考
慮
し
、
避
難
所
に
隣
接
す

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
駐
車
場
の
活
用
が
有
効
的

と
考
え
る
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
と
情
報

共
有
を
図
り
、
地
域
ご
と
の
取
組
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

　

質
問
５　
千
曲
川
堤
防
決
壊
か
ら
１
年
の
検

証
（
徳
島
大
学
報
告
会
）

　
昨
年
の
千
曲
川
決
壊
に
つ
い
て
の
再
検
証

の
報
告
会
で
、
堤
防
決
壊
場
所
の
砂
層
に
よ

る
浸
透
・
越
水
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
石
積
み
や
堤
防
の
地
質
調
査
が
な
さ
れ

た
資
料
が
あ
る
の
か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
国
土
交
通
省
に
よ
る
と
町
内
の
堤
防
整
備

済
区
間
で
は
、
現
在
、
浸
透
対
策
が
必
要
な

区
間
は
な
く
、
堤
防
の
土
質
調
査
で
は
、
砂

層
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
今
後
も
旧
吉
野
川
及
び
今
切
川
堤
防
の
早

期
完
成
に
向
け
て
国
土
交
通
省
や
県
と
協
力

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

質
問
６　
学
校
・
公
共
施
設
で
の
手
洗
い
場

の
蛇
口
の
自
動
化
に
つ
い
て

　
徳
島
県
は
全
国
的
に
見
る
と
公
立
小
中
学

校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
が
遅
れ
て
い
る
。
本
町

の
ト
イ
レ
洋
式
化
に
加
え
て
、
感
染
症
予
防

や
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
、

手
洗
い
場
蛇
口
の
自
動
化
も
提
案
し
た
い
。

２
～
３
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
蛇
口
の
自
動
水
栓
は
感
染
リ
ス
ク
低
減
に

繋
が
る
が
、
停
電
時
の
使
用
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。
現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
町
有

施
設
の
個
別
施
設
計
画
に
こ
の
ご
提
案
も
含

め
、
よ
り
効
果
的
な
改
修
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
本
町
は
、
学
校
施
設
の
ト
イ
レ
洋
式
化
や

多
目
的
ト
イ
レ
設
置
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
、
蛇
口
の
自
動
水

栓
は
、
校
舎
等
の
大
規
模
改
修
計
画
に
含
め
、

推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
典
幸 

議
員

　

質
問
１　
地
震
対
策
の
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
地
震
対
策
の
事
業
と
し
て
、
危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
安
全
対
策
支
援
事
業
が
あ
り
、
そ
の

撤
去
・
転
換
に
工
事
費
の
約
２
分
の
３
が
補

助
さ
れ
る
。
し
か
し
、
４
ｍ
未
満
の
道
路
に

設
置
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
補
助
対
象
外
で

　
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
８
日
に
開
会
さ
れ
、
12
月
18
日
に
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

　
町
長
提
出
議
案
と
し
て
「
北
島
町
議
会
議
員
及
び
北
島
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」な
ど
９
議
案
、議
員
提
出
議
案
と
し
て「
安

全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
意
見
書
」
が

上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

北
島
町
議
会
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あ
る
。
今
後
は
私
道
・
里
道
等
も
、
補
助
対

象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　
弁　
井
住
危
機
情
報
管
理
課
長

　
交
付
金
対
象
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
緊
急
輸

送
路
や
避
難
路
に
面
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お

り
、
本
町
で
は
避
難
路
を
町
道
ま
で
拡
大
し

運
用
し
て
い
る
。

　
今
後
、
避
難
路
の
定
義
拡
大
な
ど
の
見
直

し
の
際
に
は
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
２　
無
堤
地
区
の
早
期
改
良
に
つ
い
て

　
関
係
機
関
に
対
し
、
無
堤
地
区
の
解
消
・

護
岸
改
良
等
の
要
求
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

町
も
堤
防
拡
幅
・
橋
梁
新
設
の
用
地
買
収
等
、

独
自
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
如
何

か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
国
が
見
直
し
た
『
吉
野
川
水
系
河
川
整
備

計
画
』
に
は
、
老
門
地
区
等
の
無
堤
地
区
対

策
や
、
鍋
川
河
口
へ
の
水
門
設
置
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　
早
期
着
手
に
向
け
て
、
国
・
県
に
要
望
す

る
と
と
も
に
、
事
業
の
協
力
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　

質
問
３　
北
公
園
総
合
体
育
館
に
つ
い
て

　
施
設
は
令
和
４
年
の
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
会
場
と

し
て
利
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
も
全

国
規
模
の
大
会
に
数
多
く
利
用
さ
れ
る
よ
う

に○
放
送
が
反
響
す
る
音
響
設
備

○
車
い
す
の
利
用
が
困
難
な
２
階
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
周
辺
の
段
差

○
観
覧
席
前
の
低
い
手
す
り
等
、
改
良
す
べ

き
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
如

何
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
開
催
に

向
け
、
県
実
行
委
員
会
等
と
改
修
箇
所
の
詳

細
に
つ
い
て
協
議
し
、
必
要
な
経
費
を
令
和

３
年
度
に
予
算
計
上
し
て
い
く
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
紀
子
議
員

　

質
問
１　
死
亡
後
の
手
続
き
案
内
に
つ
い
て

①
親
族
が
亡
く
な
っ
た
後
の
各
種
手
続
き
が

一
目
で
分
か
る
よ
う
、
項
目
ご
と
に
詳
細
を

記
載
し
た
「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を

作
成
し
、
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

②
併
せ
て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
飯
坂
住
民
課
長

　
県
内
外
で
作
成
し
て
い
る
自
治
体
の
冊
子

を
参
考
に
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
案
内
が
で

き
る
よ
う
に
手
続
き
の
必
要
と
す
る
関
係
課

と
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
広
報

と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
利
用
し
て
い
く
。

　

質
問
２　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
住
宅

改
修
費
と
福
祉
用
具
購
入
費
用
を
受
領
委
任

払
い
に

　
介
護
保
険
を
利
用
し
た
住
宅
改
修
や
福
祉

用
具
購
入
は
、
現
在
の
補
助
制
度
で
は
利
用

者
が
１
度
全
額
を
支
払
っ
た
後
に
、
自
己
負

担
分
を
差
し
引
い
た
金
額
が
返
還
さ
れ
る

「
償
還
払
い
」
を
採
用
し
て
い
る
が
、
一
時

的
な
全
額
自
己
負
担
が
な
い
「
受
領
委
任
払

い
」
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
尼
寺
保
険
福
祉
課
長

　

被
保
険
者
の
経
済
的
軽
減
と
安
定
し
た

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
繋
が
る
受
領
委
任
払
い
制

度
の
導
入
に
向
け
て
、
先
進
事
例
を
参
考
に
、

運
営
に
係
る
事
務
処
理
基
準
等
の
整
備
を
行

い
、
早
期
実
施
に
努
め
て
い
く
。

　

質
問
３　
町
立
図
書
館
へ
書
籍
消
毒
器
の
導

入
と
利
用
促
進
を
図
る
読
書
活
動
に
つ
い
て

①
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

と
衛
生
面
に
配
慮
し
た
書
籍
消
毒
機
の
導
入

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
向
井
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
館
長

　
書
籍
消
毒
機
は
、
紫
外
線
を
使
用
し
て
ウ

イ
ル
ス
等
を
除
菌
で
き
る
が
、
資
料
保
存
の

観
点
か
ら
は
、
紫
外
線
が
紙
を
劣
化
さ
せ
る

た
め
、
導
入
を
見
合
わ
せ
る
図
書
館
も
あ
る
。

今
後
も
「
利
用
者
の
安
心
・
安
全
」
と
「
資

料
の
保
存
」
の
両
方
の
面
を
考
慮
し
、
検
討

し
て
い
く
。

　

質
問
３　

②
本
町
の
図
書
館
利
用
促
進
対
策
と
成
果
を

聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
向
井
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
館
長

　
利
用
促
進
対
策
と
し
て
、
利
用
者
が
興
味

を
持
つ
よ
う
な
テ
ー
マ
を
考
え
た
本
の
展
示

や
、
お
は
な
し
会
を
開
催
し
て
い
る
。
例
年

で
は
、
子
ど
も
向
け
行
事
の
ビ
デ
オ
上
映
会

等
や
、
ま
た
大
人
向
け
行
事
の
な
つ
か
し
の

へ
や
等
も
行
っ
て
い
る
。
行
事
に
参
加
す
る

こ
と
で
図
書
館
に
興
味
を
持
つ
方
も
増
え
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

質
問
３　

③
住
民
の
読
書
意
欲
を
高
め
る
新
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
借
り
た
本
の
履
歴
が
残
せ
る
読
書

通
帳
機
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
向
井
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
館
長

　
読
書
通
帳
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
に
は
、

機
械
の
購
入
と
そ
の
保
守
、
ま
た
通
帳
の
製

作
に
費
用
を
要
す
る
た
め
、
費
用
対
効
果
を

検
証
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶　
哲
也 

議
員

　

質
問
１　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
新
設
に
よ
り
駐
車
場
が
変
更
さ
れ
、
会
場

か
ら
遠
く
な
る
。
こ
の
機
会
に
、
中
央
公
園

の
風
車
周
辺
に
も
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
植
え
て
、

よ
り
一
体
感
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
発
展
さ
せ

て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
の
来
場
者
が
、
会

場
ま
で
の
動
線
の
途
中
で
も
楽
し
め
る
よ
う

関
係
部
署
と
調
整
の
上
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を

植
え
る
区
画
を
増
や
す
な
ど
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

質
問
２　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

①
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、よ
り
見
や
す
く・

使
い
や
す
く
す
る
た
め
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を

含
む
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

②
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
、
役
場
１
階
に
設
置
し

て
い
る
意
見
箱
機
能
を
も
た
せ
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
よ

り
６
年
が
経
過
し
て
い
る
。
現
在
、
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
の
改
修
を
検
討
し
て
い
る
の
で
、
意

見
箱
機
能
の
追
加
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
３　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
に
つ

い
て
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公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
運
用
に
つ

い
て
、
子
育
て
関
係
以
外
に
も
、
防
災
な
ど

の
各
分
野
へ
の
拡
充
を
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
子
育
て
以
外
の
情
報
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
て
発

信
で
き
る
と
、
よ
り
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
な
る
。
専
用
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
含

め
て
情
報
発
信
の
拡
充
を
進
め
て
い
く
。

　

質
問
４　
三
ツ
合
公
園
に
つ
い
て

　
三
ツ
合
公
園
は
憩
の
場
で
あ
る
が
、
中
央

に
あ
る
水
路
は
深
さ
が
約
80
㎝
も
あ
り
、
散

歩
を
す
る
に
も
非
常
に
危
険
な
た
め
埋
め
て

は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
公
園
内
の
人
工
の
川
で
あ
っ
た
部
分
が
危

険
な
箇
所
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
遊
歩
道
や

植
樹
帯
、
ま
た
他
の
新
た
な
活
用
方
法
が
あ

る
か
検
討
し
、
国
土
交
通
省
と
も
協
議
を
行

い
、
公
園
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

質
問
５　
公
園
運
営
に
つ
い
て

　
町
内
企
業
を
中
心
に
各
公
園
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
を
募
集
し
、
公
園
管
理
の
依
頼
を

し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
一
般
的
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は
若
干

異
な
っ
た
形
態
で
の
募
集
及
び
契
約
が
可
能

か
ど
う
か
、
ま
た
実
際
に
導
入
し
て
い
る
自

治
体
の
有
無
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
効
率
的

な
公
園
の
維
持
管
理
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

質
問
６　
庁
舎
内
の
Ｗ
ｉ−

Ｆ
ｉ
設
備
に
つ

い
て

　
以
前
も
庁
舎
に
Ｗ
ｉ−

Ｆ
ｉ
設
備
の
導
入

に
つ
い
て
要
望
し
た
が
、
そ
の
時
以
降
に
緊

急
事
態
宣
言
も
発
令
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
、
当
然
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
認
知
さ
れ

て
い
る
。
是
非
、
導
入
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
現
在
、
町
内
施
設
の
避
難
所
と
な
る
公
民

館
な
ど
４
カ
所
に
、
県
の
事
業
を
活
用
し
て

Ｗ
ｉ−

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。
今
後
、

老
朽
化
に
伴
う
施
設
改
修
の
費
用
が
見
込
ま

れ
る
際
に
は
、
Ｗ
ｉ−

Ｆ
ｉ
環
境
等
の
配
備

先
に
つ
い
て
優
先
度
を
考
慮
し
、
設
置
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
政
二 

議
員

　

質
問
１　
行
政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ

い
て

　
役
場
に
出
向
い
て
行
う
行
政
手
続
き
を
、

今
後
は
順
次
ウ
ェ
ブ
申
請
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
住
民
票
の
写
し
の

他
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
資
格
認
定
の
申
請
等
で
あ
り
、
利
用

を
促
し
、
満
足
度
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。

役
場
で
の
滞
在
時
間
が
短
縮
で
き
、
３
密
対

策
に
も
な
る
が
、
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
各
種
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、
住
民

の
利
便
性
の
向
上
に
加
え
、
来
庁
者
の
抑
制

に
よ
り
感
染
症
対
策
に
繋
が
る
。
関
係
課
所

と
連
携
を
図
り
、
手
続
き
の
拡
充
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

質
問
２　
登
園
記
録
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
　
町
立
保
育
所
の
園
児
の
出
欠
や
健
康
状
態

の
記
録
な
ど
を
電
子
デ
ー
タ
で
管
理
す
る
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
提
案
し
た
い
。
保
育
士
の

事
務
作
業
を
減
ら
し
、
保
育
業
務
の
時
間
を

増
や
せ
る
。
健
康
状
態
や
成
長
過
程
な
ど
の

デ
ー
タ
を
一
括
管
理
で
き
、
保
護
者
と
の
情

報
共
有
も
し
や
す
く
な
る
。

　

答　
弁　
稲
井
保
育
所
長

　
町
内
認
可
保
育
所
６
園
が
シ
ス
テ
ム
導
入

し
て
い
る
。
今
後
、
ソ
フ
ト
等
も
調
査
研
究

し
、
ま
た
導
入
し
て
い
る
園
へ
訪
問
す
る
等
、

よ
り
効
果
的
な
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
て
進

め
て
い
き
た
い
。

　

質
問
３　
自
宅
療
養
者
へ
の
弁
当
配
食
に
つ

い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
、
自

宅
療
養
す
る
人
を
支
援
す
る
た
め
、
弁
当
と

飲
み
物
を
毎
日
配
食
す
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
案
す
る
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
作
り
、
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
配
達
す
る
。
そ
の
都
度
、
体

調
の
確
認
を
す
る
こ
と
で
見
守
り
と
療
養
指

導
も
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

　

答　
弁　
那
須
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

　
県
で
は
現
在
、
陽
性
者
は
無
症
状
で
も
入

院
と
な
り
、
自
宅
療
養
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

陽
性
者
の
公
表
は
さ
れ
ず
、
県
が
主
体
と
な

り
入
院
調
整
等
を
行
い
、
配
食
に
つ
い
て
も

今
後
の
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
よ
う

で
あ
る
。

　

質
問
４　
母
子
家
庭
に
手
厚
い
支
援
を

　
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
状
態
に
あ
る
ひ
と
り
親

世
帯
、
と
り
わ
け
、
母
子
家
庭
は
、
パ
ー
ト・

派
遣
社
員
な
ど
非
正
規
で
働
く
母
親
が
多
く
、

解
雇
や
雇
い
止
め
・
休
業
な
ど
で
収
入
が
減

り
、
い
っ
そ
う
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
町
と
し
て
、
母
子
家
庭
に
手
厚
い
支

援
を
講
じ
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　

答　
弁　
粟
田
民
生
児
童
課
長

　
本
町
で
は
、
商
工
会
と
連
携
し
、
小
学
生

ま
で
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
１
万
円
の
商
品

券
を
、
さ
ら
に
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ
２
万
円

の
商
品
券
を
送
付
し
た
。
国
か
ら
は
、
ひ
と

り
親
世
帯
に
臨
時
特
別
給
付
金
が
給
付
さ
れ

て
い
る
。
本
町
も
引
き
続
き
、
子
育
て
と
仕

事
を
一
人
で
担
う
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
負
担

軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
東
泰
史 

議
員

　

質
問
１　
新
高
橋
北
詰
駐
車
場
の
線
引
き
に

つ
い
て

　
新
高
橋
北
詰
に
町
が
管
理
す
る
駐
車
場
が

あ
る
が
、
ラ
イ
ン
引
き
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な

い
た
め
、
入
口
を
塞
い
で
駐
車
し
て
い
る
車

も
時
折
見
か
け
る
。

①
ラ
イ
ン
を
引
き
直
す
予
定
は
な
い
か
。

②
同
様
に
管
理
し
て
い
る
駐
車
場
は
幾
つ
あ

る
か
。
ま
た
定
期
的
に
管
理
目
的
で
巡
回
な

ど
は
行
っ
て
い
る
か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
新
高
橋
北
詰
駐
車
場
は
、
国
土
交
通
省
よ

り
占
用
許
可
を
受
け
て
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
る
。
国
土
交
通
省
と
修
繕
に
つ
い
て
協
議

し
、
今
後
の
利
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
同
様
の
駐
車
場
は
他
に
２
箇
所
あ

り
、
定
期
的
に
巡
回
を
行
っ
て
い
る
。

　

質
問
２　
首
里
城
火
災
か
ら
の
教
訓
に
つ
い

て
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１
年
前
に
発
生
し
た
首
里
城
火
災
の
被
害

拡
大
の
原
因
は
、
防
火
設
備
が
な
く
、
消
火

作
業
に
水
栓
の
確
保
が
で
き
て
な
か
っ
た
こ

と
と
、
夜
間
の
た
め
人
が
い
な
か
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
災
害
が
夜
間
に
発
生
す
る
場
合
の
課
題
を

検
証
す
る
た
め
、
次
回
の
防
災
訓
練
は
、
日

没
後
の
実
行
も
検
討
で
き
な
い
か
。

　

答　
弁　
井
住
危
機
情
報
管
理
課
長

　
町
主
催
の
防
災
訓
練
は
、
参
加
者
の
安
全

確
保
等
の
課
題
が
あ
り
、
日
没
後
の
実
施
は

難
し
い
。

　
な
お
、
自
主
防
災
組
織
の
中
に
は
、
す
で

に
夜
間
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
、
情
報
共
有
を
図
り
、
広
く
訓
練
が

実
施
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

質
問
３　
お
ひ
と
り
さ
ま
終
活
支
援
事
業
に

つ
い
て

　
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
増
加
と
高
齢
化
に
伴

い
、
遺
体
の
引
き
取
り
を
拒
否
す
る
遺
族
が

増
加
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
人
口
40
万
人
規
模
の
横
須
賀
市
で

は
、将
来
の
試
算
と
し
て
年
間
１
億
５
，６
０
０

万
円
が
引
き
取
り
を
拒
否
さ
れ
た
遺
体
の
火

葬
・
埋
葬
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

①
現
在
、
本
町
で
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
発

生
し
て
い
る
か
。

　

答　
弁　
粟
田
民
生
児
童
課
長

　
過
去
数
年
間
で
は
、
昨
年
度
に
65
歳
未
満

の
方
の
事
例
が
１
件
あ
っ
た
。

　

質
問
３　

②
生
前
契
約
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
と
情
報
提
供
協
定
「
わ
た
し

の
終
活
登
録
」
で
、
あ
ら
か
じ
め
発
生
を
抑

制
し
よ
う
と
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本

町
で
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　

答　
弁　
中
谷
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
　
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
や
、
高
齢
者
世
帯

に
訪
問
し
、
緊
急
時
の
連
絡
先
な
ど
の
把
握

に
努
め
、
将
来
の
不
安
に
つ
い
て
の
相
談
対

応
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
集
ま

り
や
、
介
護
保
険
関
係
の
支
援
者
を
対
象
に
、

終
活
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や
法
的
に
任
せ

ら
れ
る
制
度
の
周
知
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
谷
禎
通 

議
員

　

質
問
１　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
問
題

に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
３
波
は
、
全

国
で
急
激
に
拡
大
し
て
い
る
。

①
施
設
の
入
口
に
、
体
温
を
自
動
的
に
測
定

し
て
記
録
す
る
カ
メ
ラ
を
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

②
サ
ー
ク
ル
活
動
等
で
使
用
す
る
会
場
に
体

温
測
定
器
を
常
備
し
、
記
録
す
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

③
体
温
が
37
・
５
度
超
え
て
い
る
場
合
は
、

庁
舎
や
会
場
へ
の
入
場
を
禁
止
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
公
共
施
設（
サ
ン
ラ
イ
フ
北
島・温
水
プ
ー

ル
・
町
民
体
育
セ
ン
タ
ー
・
北
島
北
公
園
総

合
体
育
館
）
の
入
口
と
庁
舎
２
階
に
顔
認
証

付
非
接
触
型
体
温
検
知
器
を
設
置
し
て
い
る
。

今
後
、
庁
舎
の
入
口
に
も
設
置
し
、
一
定
の

体
温
以
上
の
来
庁
者
へ
感
染
防
止
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
発
熱
時
の
外
出
は
控
え
て
も
ら
う
よ
う

感
染
防
止
の
広
報
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

　

質
問
１　

④
個
人
の
希
望
に
よ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
公

費
負
担
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　

答　
弁　
那
須
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

　
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
、
か
か
り
つ

け
医
に
最
寄
り
の
指
定
医
療
機
関
を
紹
介
し

て
も
ら
う
か
、
そ
の
他
各
保
健
所
に
設
置
の

「
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
連
絡
し
て
受

診
し
て
い
た
だ
く
。
ほ
と
ん
ど
の
指
定
医
療

機
関
は
、
診
療
と
検
査
が
で
き
、
医
師
の
判

断
で
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
公
費
負
担

と
な
る
。

　

質
問
１　

⑤
第
３
波
と
な
っ
た
今
、
介
護
施
設
や
高
齢

者
施
設
等
で
働
く
職
員
へ
の
公
費
負
担
に
よ

る
定
期
的
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
を
県
に
強
く
要

請
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
ど
う
か
。

　

答　
弁　
尼
寺
保
険
福
祉
課
長

　
県
に
よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
包
括
支
援
事
業
」
と
し
て
、
高
齢
者

施
設
等
の
職
員
へ
の
必
要
な
検
査
は
、
交
付

対
象
と
し
て
補
助
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
事
業

で
は
職
員
に
対
す
る
慰
労
金
も
支
給
さ
れ
る

た
め
、
町
内
高
齢
者
施
設
に
再
度
周
知
を

行
っ
て
い
く
。

　

質
問
１　

⑥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
を
迎
え
、

予
防
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
て
い
る
と
聞
く
。

い
つ
で
も
接
種
が
可
能
と
な
る
よ
う
関
係
機

関
へ
働
き
か
け
を
さ
れ
た
い
。

　

答　
弁　
那
須
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
に
は
限
り
が
あ
り
、

増
産
は
難
し
い
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が

接
種
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
を

行
う
。

　

質
問
２　
コ
ロ
ナ
危
機
対
策
問
題
に
つ
い
て

①
さ
い
た
ま
市
で
は
、学
童
保
育
職
員
へ「
慰

労
金
」
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

②
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
第
２
次
補
正
予

算
で
、
児
童
福
祉
施
設
等
の
１
施
設
50
万
円

の
予
算
が
あ
る
。
職
員
の
慰
労
金
等
と
し
て

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

③
さ
い
た
ま
市
で
は
、
正
規
指
導
員
手
当
や

パ
ー
ト
指
導
員
手
当
も
支
給
さ
れ
て
い
る
。

検
討
さ
れ
た
い
。

　

答　
弁　
粟
田
民
生
児
童
課
長

　
児
童
館
の
職
員
は
、
町
の
補
助
金
を
原
資

と
し
た
公
費
負
担
の
職
員
で
あ
る
た
め
、
町

単
独
の
慰
労
金
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括

支
援
交
付
金
で
は
、
児
童
福
祉
施
設
の
慰
労

金
は
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ご
質
問
の

50
万
円
の
補
助
金
は
、
衛
生
用
品
・
備
品
の

購
入
費
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
職

員
の
消
毒
等
に
係
る
時
間
外
及
び
休
日
手
当

等
の
割
増
賃
金
や
、
消
毒
等
に
従
事
す
る
新

た
な
非
常
勤
職
員
雇
用
の
経
費
は
補
助
対
象

と
さ
れ
て
い
る
。

　

質
問
３　
電
気
自
由
化
に
伴
う
新
電
力
採
用

問
題
に
つ
い
て

①
美
馬
市
で
は
、
40
施
設
中
29
施
設
で
新
電

力
を
採
用
し
、
年
間
１
，６
０
０
万
円
の
節

電
効
果
が
出
て
い
る
。
北
島
町
も
検
討
し
て
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は
ど
う
か
。

②
北
島
町
は
22
施
設
で
年
間
１
億
２
，７
０
０

万
円
余
り
を
四
国
電
力
に
支
払
っ
て
い
る
。

特
に
清
掃
セ
ン
タ
ー
・
浄
水
場
・
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
・
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島
で
の
使
用

量
で
町
全
体
の
約
55
％
に
な
る
。
こ
の
４
施

設
を
新
電
力
に
す
る
と
か
な
り
の
予
算
削
減

に
な
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

④
22
施
設
以
外
の
児
童
館
や
老
人
憩
の
家
に

つ
い
て
も
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
庁
舎
他
23
施
設
で
基
本
料
金
が
割
引
さ
れ

る
電
力
需
給
契
約
を
令
和
５
年
３
月
ま
で
締

結
し
て
い
る
。
今
後
、
新
電
力
を
採
用
す
る

自
治
体
の
状
況
を
参
考
に
し
、
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

　

質
問
３　

③
３
幼
稚
園
は
低
圧
契
約
だ
が
、
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
各
小
学
校
か
ら
供

給
し
、
高
圧
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
３
幼
稚
園
は
、
契
約
電
力
が
50 

kw
未
満
と

な
り
、
低
圧
受
電
で
あ
る
が
、
来
年
度
以
降

の
増
築
工
事
で
北
島
幼
稚
園
及
び
北
島
南
幼

稚
園
は
高
圧
受
電
に
変
更
す
る
。

　
電
力
受
給
対
象
は
施
設
単
位
と
な
っ
て
お

り
、
他
施
設
へ
の
電
力
供
給
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

質
問
４　
教
育
問
題
つ
い
て

①
鳴
門
市
は
学
校
の
手
洗
い
場
を
自
動
水
栓

に
し
て
感
染
予
防
を
図
っ
て
い
る
。
本
町
も

学
校
施
設
だ
け
で
な
く
、
町
施
設
に
１
箇
所

自
動
水
栓
、
ま
た
は
長
い
ハ
ン
ド
ル
の
水
栓

に
交
換
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
自
動
水
栓
は
感
染
リ
ス
ク
低
減
に
は
最
適

だ
が
、
停
電
時
の
使
用
を
考
慮
す
る
と
レ

バ
ー
式
の
も
の
が
有
効
で
あ
る
た
め
、施
行
箇

所
に
よ
っ
て
は
早
期
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
今
年
度
取
り
組
ん
で
い
る
町
有
施
設
の
個

別
施
設
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
な
改
修
の

際
に
は
、
よ
り
効
果
的
と
な
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
学
校
施
設
の
一
部
に
特
別
支
援
学
級
の
児

童
生
徒
に
配
慮
し
た
レ
バ
ー
水
栓
を
導
入
し

て
い
る
。
今
後
の
手
洗
い
場
を
含
む
大
規
模

改
修
に
は
順
次
導
入
の
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　

質
問
４　

②
中
学
生
に
基
本
的
指
導
で
き
る
専
門
の
外

部
コ
ー
チ
の
招
聘
が
、
緊
急
課
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
基
本
的
な
技
術
指
導
及
び
教
育
現
場
の
指

導
者
と
し
て
教
員
と
と
も
に
生
徒
を
指
導
で

き
る
人
材
を
、
町
内
か
ら
も
推
薦
い
た
だ
き

た
い
。

　
ま
た
、
県
が
募
集
す
る
運
動
部
外
部
コ
ー

チ
の
人
材
バ
ン
ク
へ
協
力
を
求
め
て
い
き
た

い
。

　

質
問
４　

③
朝
食
を
い
つ
も
食
べ
な
い
子
ど
も
が
４・３

％
、食
べ
な
い
日
が
あ
る
子
ど
も
が
16・８
％

も
い
る
。
子
ど
も
食
堂
を
造
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　
弁　
天
羽
教
育
長

　
子
ど
も
の
食
へ
の
課
題
は
本
来
、
家
庭
が

中
心
に
担
う
も
の
と
考
え
る
が
、
学
校
で
も

成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
の
食
に
関
す
る
指
導

を
充
実
し
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
を
促

し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
子
ど
も
の
食
の
提

供
に
積
極
的
な
活
動
を
す
る
団
体
等
か
ら
、

必
要
な
情
報
提
供
の
依
頼
等
に
つ
い
て
は
要

望
に
応
じ
て
い
く
。

　

質
問
４　

④
子
ど
も
食
堂
を
開
催
す
る
場
合
に
、
町
施

設
の
使
用
を
許
可
し
て
い
た
だ
け
る
か
。
例

え
ば
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
と

ホ
ー
ル
な
ど
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
那
須
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

　
県
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
の
基
準
を
満
た

す
場
合
は
、
貸
出
が
可
能
と
考
え
る
が
、
平

日
は
セ
ン
タ
ー
の
業
務
等
も
あ
り
、
施
設
を

専
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
運
営
方
法
等
に

よ
り
基
準
も
異
な
る
た
め
、
使
用
目
的
等
に

応
じ
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
４　

⑤
高
知
県
な
ど
は
、
子
ど
も
食
堂
開
設
の
資

金
や
運
営
サ
ポ
ー
ト
が
さ
れ
る
が
、
本
町
と

し
て
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
粟
田
民
生
児
童
課
長

　
子
ど
も
食
堂
を
開
設
さ
れ
る
場
合
は
、
県

や
関
係
団
体
と
も
情
報
共
有
し
、
町
も
で
き

る
限
り
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
５　
防
災
問
題
に
つ
い
て

①
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
世
帯
の
た
め
に
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
放
送
を
行
う
自
治
体
が
あ

る
。
本
町
は
防
災
無
線
の
聞
こ
え
な
い
地
域

は
な
い
の
か
。
災
害
時
に
ド
ロ
ー
ン
放
送
を

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
井
住
危
機
情
報
管
理
課
長

　
防
災
無
線
の
テ
ス
ト
放
送
等
で
は
、
限
定

さ
れ
た
聞
こ
え
な
い
地
域
は
な
い
。
し
か
し
、

気
象
状
況
や
建
築
物
に
よ
る
音
の
遮
断
等
に

よ
り
、
聞
き
づ
ら
い
場
合
も
あ
る
た
め
「
北

島
町
防
災
・
情
報
メ
ー
ル
」
の
登
録
や
「
防

災
無
線
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
」
を
紹
介
し

て
い
る
。

　

質
問
５　

②
災
害
時
の
河
川
水
位
等
の
状
況
把
握
の
た

め
に
、
ド
ロ
ー
ン
購
入
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

　

答　
弁　
井
住
危
機
情
報
管
理
課
長

　
ド
ロ
ー
ン
を
所
有
・
運
用
す
る
町
内
２
事

業
者
と
災
害
時
等
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
運

用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
町
で

の
購
入
は
考
え
て
い
な
い
。

　

質
問
５　

③
水
害
防
止
の
た
め
、
新
高
橋
や
応
神
大
橋

に
危
険
水
位
の
表
示
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
現
在
、
町
内
河
川
に
お
い
て
橋
脚
な
ど
に

水
位
の
表
示
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
等
で
水
位
を
閲
覧
で
き
る
『
川

の
防
災
情
報
（
国
土
交
通
省
）』
や
『
徳
島

県
河
川
防
災
情
報
（
徳
島
県
）』
と
い
っ
た

サ
イ
ト
が
あ
る
。

　
今
後
、
河
川
の
水
位
な
ど
の
防
災
情
報
の

入
手
に
つ
い
て
も
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
本
会
議
当
日
、

先
着
順
に
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
第

１
回
定
例
会
は
３
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
等
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局
ま
で

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

決
定
次
第
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

☎
６
９
８

－

９
８
１
１

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ
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北島町立図書館
創世ホールだより

☎698－1100

図書館からのお知らせ
新型コロナウイルスの感染拡大状況によって、イベ
ントの日程を変更することがあります。最新情報は
北島町ホームページをご覧ください。
URL（https://www.town.kitajima.lg.jp/）
　また、３階多目的ホールでは、観客同士の距離を
一定の間に保つため、前後左右を１席空けてお座り
いただくようにしております。ご迷惑をおかけしま
して恐れ入りますが、ご協力いただけますようお願
い申し上げます。

新しく入った本
■図書館に新しく入った本の一部をご紹介します。

創世ホール　イベント情報
人形劇団べんべろべえ公演

日時▶２月25日㈭　11時開演
会場▶２階ハイビジョンシアター
内容▶「モ～モ～モ～！！」他
対象▶就学前の子どもとその保護者、赤ちゃん大歓迎
　　　参加無料・事前申込み不要
主催▶人形劇団べんべろべえ
　　　(代表：兵頭　088−698−6652)

図書館の休館日

土金木水火月
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・
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・
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28
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・
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・
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13
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・

1
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15

22
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・

7

14

21
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日

３　月２　月
土金木水火月日

《児　童　書》
●松素めぐり『保健室経由、かねやま本館。３』
� 講談社
●楠章子『へんくつさんのお茶会』学研プラス
●静霞薫『戦国忍者列伝』ポプラ社
●トロル『おしりたんてい おしりたんていのこい！？』
� ポプラ社
●トロル『おしりダンディザ・ヤング おたからはお

れにまかせろ！』集英社
●角野栄子『だっこさんかいサンタクロース』小学館
●木村研『999ひきのきょうだいのおやすみなさい』
� ひさかたチャイルド
●ルイーズ・スピルズベリー『今、世界はあぶない

のか？ルールと責任』評論社
●マリー・マーレイ
　『今、世界はあぶないのか？権利と平等』評論社
●ツク之助『フトアゴちゃんのパーティー』
� イースト・プレス
●さはらゆうき『くつしたどろぼう』マイルスタッフ
●サム・マクブラットニィ
� 『おともだちになってくれる？』　評論社
●ケイト・ミルナー『きょうはおかねがないひ』
� 合同出版
●塚本やすし『じごくわらしがくるぞ！』
� マイクロマガジン社
●ナカオマサトシ『ガチャガチャぽん！』
� マイクロマガジン社
●大塚健太『うごきません。』
� パイインターナショナル

《一　般　書》
●『まいにちのこどもニット』日本ヴォーグ社
●エダジュン『くるくる巻いてすぐにおいしい肉巻

きレシピ』家の光協会
●小林諭史『めんどうな日でも作りたくなる極上パ

スタ』KADOKAWA
●長田絢『スーパーで買える「肉」を最高においし

く食べる100の方法』ダイヤモンド社
●山北篤『１日３分読むだけで一生語れるモンス

ター図鑑』すばる舎
●「歎異抄をひらく」映画製作委員会
� 『マンガ歎異抄をひらく』１万年堂出版
●吉井潤『図書館の新型コロナ対策ガイド』青弓社
●浅田次郎『見果てぬ花』小学館
●武嶌波『わたしは繊細さん』飛鳥新社
●天野礼子『日本から“農薬”が消える日』
� ネイチュアエンタープライズ
●山田ルイ53世『パパが貴族』双葉社
●エンリケ『結局、賢く生きるより素直なバカが成

功する』講談社
●清水建二『英熟語図鑑』かんき出版
●東野圭吾『ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人』光文社
●渋谷雅一『質草女房』角川春樹事務所
●加藤シゲアキ『オルタネート』新潮社
●青山七恵『みがわり』幻冬舎
●そえだ信『地べたを旅立つ』早川書店
●山本文緒『自転しながら公転する』新潮社
●杉山文野『ヒゲとナプキン』小学館
●鳴海章『相勤者』実業之日本社



（
12
月
届
分
）（
敬
称
略
）

新　
居　
良　
仁　
　
愛　
美

　
　
長
男　
聖ま

ほ　
叶と　
　
　
江　
尻

佐　
野　
宇　
宙　
　
真　
澄

　
　
長
女　
文あ

や　
美み　
　
　
太
郎
八
須

中　
田　
佳　
宏　
　
亜　
紀

　
　
二
女　
明あ

か　
里り　
　
　
中　
村

福　
永　
留　
加　
　
明　
夢

　
　
長
女　
唯い　
乃の　
　
　
北　
村

橋　
口　
弘　
平　
　
　
優

　
　
三
男　
梓あ

ず　
真ま　
　
　
鯛　
浜

小
石
田　
幸　
訓　
　
摩　
耶

　
　
長
男　
奏そ　
宙ら　
　
　
江　
尻

佐
々
木　
　
　
誠　
　
知　
佐

　
　
二
男　
智じ　
玄げ

ん　
　
　
江　
尻

坂　
東　
雄　
河　
　
美　
佳

　
　
長
女　
初う

い　
椛か　
　
　
中　
村

藤　
原　
　
　
良　
　
由　
華

　
　
長
男　
　
織し

き　
　
　
　
中　
村

小　
林　
勇　
気　
　
遥　
菜

　
　
二
女　
柚ゆ

ず　
葉は　
　
　
高　
房

山　
本　
宗　
史　
　
優　
子

　
　
長
女　
桃も

も　
榎か　
　
　
鯛　
浜

林　
　
　
真　
吾　
　
小
奈
江

　
　
長
男　
真ま

さ　
史ふ

み　
　
　
中　
村

（
12
月
届
分
）（
敬
称
略
）

　
太　
田　
啓　
文　
　
　
中　
村

　
四　
宮　
真　
子　
　
　
藍
住
町

　
天　
羽　
俊　
雅　
　
　
高　
房

　
貴　
志　
莉　
江　
　
　
和
歌
山
県

　
香　
西　
恵　
介　
　
　
北　
村

　
湯　
浅　
涼　
香　
　
　
徳
島
市
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⎧⎨⎩⎧⎨⎩⎧⎨⎩　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
地
域
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
た
後
、
徳
島
県
内
で
も
感
染

者
が
多
発
し
、
北
島
町
内
に
お
い

て
も
感
染
者
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
北
島
町
総
合
庁
舎
で
は
、
予
防

対
策
と
し
て
、
入
口
に
体
温
計
測

器
を
設
置
し
、
手
指
消
毒
・
マ
ス

ク
の
着
用
と
合
わ
せ
て
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
す
で
に
気
を
つ
け
ら
れ

て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
あ
え
て
言
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
自
分
自
身
の
た
め
に
、
周
り
の

人
の
た
め
に
、
医
療
従
事
者
の
方

の
た
め
に
、
感
染
予
防
対
策
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町報画廊 「八坂神社」 江尻　東山　智恵
　昔、私が住んでいた近所に同じ名前の八坂神社があり、なつか
しくなり描いてみました。


